
たが,この点についての確定的を原因はつかめなかった｡労働としては,飯米農家が主たる))ンゴ

栽培鹿家である関係上,㌔7)yゴと稲との労働力の競合が問題となるが,盆地北部の1毛作で開花期

が遅い地域と,盆地南部の2毛作で開花の早い地域との接合部に於て,特に著しい競合が生ずるこ

とがわかった｡販売 ･流通としては,生産量･品種･輸送 ･市場について述べたO長野1)yゴその

もののもつ特性(例えば早出し)に加えて.市場との位置関係及び輸送面での有利性がうまく生か

されてはレ､るが,一方価格ののぴなやみ及び4大市場に於ける県産 リンゴの地位(売上高)低下な

ど,当面かかえている問題も多い.

欝5守 る地域の対比

盈地内の5地域をとD,それを対比盲せることによ9地域の連レゝが,具体的に1)3'ゴ栽培上どの

ようにあらわれてくるかを考察したo自然条件とし七は.地形 ･水利･土壌 ･′J､気候を調査した｡

5地域に於て勿論様々を条件が絡みあって,そこにT)ンゴ栽培を行なわしめているのであるが,茶

臼山山蕗部七は主として土壌的に負の条件が,.犀川南部担準原平野ではリンゴの経済的有弄他が,

松)r原状地七は水利的に負の条件が,主として1)ンゴ栽培を推進させる力となっているのでないか

との考えに至った｡小気候と関連深いと思われる開花期は非常にきちんとした速いを見せている｡

社会条件として払 導入時親の連レ､'主産地 ･非主産地の速い,共同化等について考察し冬｡ しか

し,導入の速いは, r笥展｣の所で述べたとおD,地形の違いによるものであD,又,上記の様に

土壌その他の条件を通しての地形の影響が大であることから,盆地内での主産地を決定しているの

は地形ではをいとの考えに至った.

南多摩郡多摩町･稲城町における農業と都市化

森 宏 子

本地域は東京の中心よD約28払離れた東南郊に位置し,昭和 52･55年頃壇では農業土地利

用が主の近郊愚弟地帯を形成してt/､た. しかし,最近の都市化によって虚業の不振はさけられなく

なDつつある.

少し前まで^口の新たな定着は平坦地に限られていて,丘陵部はたとえ交通の俵が良くても宅地

化がほとんど行なわれなかったO しかし,昭和50年頃から強大を人口圧による宅地需要は魚地山

林で残盲れてレ､た丘陵部を宅地に変化させつつある.本地域はまさにこの丘瞭部に位置し,昭和52

年頃から都市的土地利用の増大,人口増加,特に都市的人口の増加,又は農業の後退など,諸々の
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都市化現象が見られるようにな少,昭和55年頃からは加速度的にその傾向が強まっている｡

本地域中都市化の特徴は住宅地化が主であること.そしてその新たな住宅地は区執 及び川崎市

巨 ∃ 自然発生的蛸 巨ヨ ゴルフ場 [=コ林地･畑 聖 二土 ｣ b

に従業地をもつものの住宅地である性格が韓いととなどである.換言すれば,純農村的だった本地

域におレ､て.人口増加 一 都市的人口率の増加をもたらしたものは.本地域外に従業地をもつ転入

者であるということであるO又本地域の新たな住宅地の中で,丘陵部の団地が予定をも含めてかな

DのWeightをもっていることは,多摩町の板ケ丘のように,その後に団地周囲に市街地を形

成することが考えられる点で注目される｡団地造成は,現在,本地域では都市化の先兵ともなって

レlる｡

現在,本地域の丘陵部の人口改変面積の中で大き恵割合を占めてレ､るものとしては,団地の他に

ゴルフ場がある.緩傾斜を利用したゴルフ場の開設は,新たを都市化の課題ともいうべきものであ

る｡

いずれにしてもこの都市的土地利用の増大している今日,本地域の農業には2つの大 きな傾向か

見られるoせず1つは一部の果樹執 政菜頻,花弁植木頼及び蕃籍丑ど近郊立地を背景に商品性の

高いものへ階層分化を成長させ,都市化対応農業経営とも目されてきていることであるOその反面,

都市的土地利用の増大は直軸 耕地の渡少を意味するとともに耕地条件の悪化をも促す｡戯耕地の

減少は経営規模の縮少化,更に農家の兼英化.脱塵化を促進する｡そして,耕地条件の悪化 - こ

れは直接,稲をはじめとする作物の反当収量を低下させているのだが - は更に鼻薬志向を弱める.
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この期にいたると農地は生産手段としてよDも財産としての意味で保持される場合が多 (な.9,専

業農家にも地主･家主化していく傾向が見られるO

将来本地域の虚業の衰退傾向はますます強まるであろう｡ これは彪某従事者 自身の意識の中にも

盛業衰退を許容するものがあることから当然想像首れる.- zL-タウy計画地域に指定卓れてもいる

折から.現在の本地域絃その意味でち上うど過渡期にあると考えられようO

清水市南部の地理学的研究

一帝に温室園芸農業の考察-

米 蓋

調査地域は静岡県の中央に位置し,東京と名古屋のほぼ中間にあたD,静岡市に隣接している｡

第1聾では本地域の背景として自然環境につL/､て把捉 し,第 2華では土地利用及び産巣構造の変遷

から,清水市南部における都市化の進展とそれに応じた盛業の地位の変化を主に考察したO第5章

では都市化の影智を受けつつある農業の現状を分析 した上で,主要作物を主を指標として虚業地域

区分を行ない,各曲業地域の性格をみたO第 4章では,その中でも典型的な商品生唾鼻薬地帯であ

る高等園苦中心地域のうち,三保の温室園芸農業地帯に焦点をあて,その成立と発展･現状をみたO

これによD,温室園芸発展の賃因を考察し,また温重囲芸虚業の都市化-の抵抗力について分析 し

た｡以上を要約すれば次のとおDである.

本地域の地形配置は北部の庵原山地,三角州性の滑水平野,南部の有産丘陵及び三保分岐砂塀と,

か夜D複雑であるが.土地利用も地形とかをD密接を結びつ きをもってレ､ることが特徴である｡特

に農業土地利用は山地 ･丘陵地でも自然条件のよい所はミカン栽培,それ以外は比軟的悪条件に耐

える茶栽培,有産山南面の急傾斜地は石垣イチゴ栽培,平野は水臥 砂磯質の三保砂塀壮主に温室

栽培とい うように地形を生かして適地適作的夜利用がなされている｡また滑水市南部は,静岡県下

でも暖地帯又は特殊暖地帯に属し.盛業にかいても恵まれた気候条件を持ってレ､る. しかし,本地

触 貿易港である清水港の存在によD,昭和 15年頃からの軍滞工業拡大を契機として,港周辺の

人工鰹立地の工業化が進み.その後も工業都市として発展をとげ,現在輸入原料を主に寿偶 した製

造業が,就菓人口からも生塵所得からも圧倒的に高レ､地位を占め,牽菜構造は都市型を示す｡

農薬の地位は相対的に低下しつつあD,静岡県下でも都市化の影響を最も大 き(受けている地域

め-つと在ってレ､る. このようを状況の中で比椀拘収益の小さい永田･茶席 ･普通畑の滅少に対し

て,ミカン園や温室の面積は増加しておD,ビニール-ウヌ栽培や養籍が盛んになってくる夜ど,
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